
2017年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL24217A25）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ジャマイカ G182 小学校教育 個別 新規 2年 ・2017/3 ・2017/4 ・
2018/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

教育青年情報省

2）配属機関名（日本語）

バウンドブルック小学校

3）任地（ ポートアントニオ ） JICA事務所の所在地（ キングストン ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 車 で 約 2.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

北部ポートランド教区の中心、ポートアントニオに位置する公立の小学校。2014年に日本政府の草の根人間の安全保障
無償資金協力で教室を増設した。教員数約 30名、学生数は約650名、2シフト制。

【要請概要】
1）要請理由・背景

計算能力の向上は、ジャマイカの初等教育の優先課題である。現在、首都キングストンの数学SVが取り組んでいるカリ
キュレーションタイム(計算の時間)を地方で積極的に展開するうえで、教育省の地方事務所にJV1名の派遣を予定している
(平成28年度1次隊)。この地方事務所が管轄する小学校の1つが同校になる。小学校での計算能力の向上の主な課題
は、(1)児童の興味と集中力を持続させる、(2)教師が自信をもって教ることである。そのためにも、既存の教材を使い、
自らも算数の授業をするなかで、同僚教師への支援を行うことが期待される。また、現場での活動で得た経験を、首都
キングストンで活動するSVへフィードバックし、カリキュラムの改善に役立てることが求められる。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. カリキュレーションタイムの普及 (カリキュレーションタイムについては、こちらを参照。
https://www.facebook.com/Calculation-Time-Jamaica-882264428452809/)
2. 算数の授業を行う中で、教材の開発や同僚との意見交換等を行う。
3. 同地域で活動するJVや首都の数学SVとの情報交換。
4. 巡回活動は想定しておらず、同校の計算能力の向上に集中する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

教室

4）配属先同僚及び活動対象者

学生:約650名(約30名/クラス、6-12歳)
同僚教師:2名 (40歳台、大卒)

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

英語

7）選考指定言語

英語(レベル:B)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


【資格条件等】
[免許]：（小学校教諭）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：配属先の提示条件

[経験]：（指導経験）3年以上　備考：配属先の提示条件

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯夏季少雨気候）　気温：（22～32℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
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